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巧扱編 


卿安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用ずるた めに 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとさに生じる危害や損富の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人 
び死ご、重傷を負ラ可能性、または乂がの可能性 
び想定される内容をおしていまず。 

A ま意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を貪ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る內容を示していまず。 


»お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® (D ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただく內容です。 

O C 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


>説明で中の r お願い J 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくたゆの内容び記載されています。 


么警告 (WARNING) 


★ガソリン厳禁 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<だ 
さい。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 



★煙突がれ危険 


煙突びがれたまま使用しないで<ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 




を#- 


裸 



屬) 

ガソリン禁止 

0 


★煙突閉そ < 危険 


煙突びつまつたり、ふさびれたままで使用しないでくださ 
い。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険で 
す。 





禁止 


0 

禁止 


お使いになる前に 










安全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING ) 


みを類の乾燥厳禁 


あ類などの乾燥には使用しないでください。 

衣類び落下して火びつさ、火災の原因になりまず。 

全口"に-量厳禁 1 

スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどをス I -ーブの上や前 
に(周囲に)放置しないでください。 

熱で吿の圧力が上びり、爆発して危険です。 



意 （ CAUTION) 


★力ーテン^_可燃物近接禁止 j 

カーテンや燃えやずいをののそばなどでは使用しないで<ださ 
い。毛巧やみとんなどを近くに置かないでください。 

火災げ葬生ずるおそれびあります。 

可臟物との離隔距離については工事編の据付け例（27、28ぺ一 
ジ)を参照してください。 



★給油時消が 


給油は、必ず消火してか5おこなつてください。 
乂災のおそれびありまず。 


0 


1眷 


「★異常時使用禁止1 


万一異常を感じたとさは、使用しないでください。 

異常燃焼のおそれげありまず。 

於高盈部接角標止' 

燃焼中や消火直後は、高湿部、煙突、天板、天板ガード、ガー 
ドなどに手などふれないでください。 

やけどのおそれがあ0ます。 

皮辑を異麵入り望 

空気取入口や天板ガードやガードの中に、指や異物を入れたり 
しないで < ださい。 

けがや火災のおそれがあります。 

! ★ ミ i 漏巧语 認 I 

油タンク-ゴム製送油管-接を部および機器等からの灯油漏れ 
がないことを確認の上ご使用ください。 

灯油が漏れていると火災のおそれびあります。 




¥ 

接触禁止 

忘 


漏れを確認 


ゴム製送;'由管 



禁止 


〇 
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I ★改造使用の禁止 

改造して使巧しないで < ださし、。 

また、煙突には床暖房用の熱変換器などをおり付けないでください。 
乂がや排ガスび室内に漏れる原因となり、危険でず。 


★換気扇使用禁止 I 


ストーブを使用している時は室内で換気扇を使巧しないで<ださい。 
異常燃焼や、立消えして爆発燃焼するおそれがあります。 

また、換気口、給気□は常に確保し、物などでふさがないでく 
ださい。 


★電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加えたり傷付けたり束ねたり、物をの 
せたり加工しないでください。また、電源プラグを抜くときは、 
コードを持って引を抜かないでください。 

電源コードび破損し火災や感電の原因になりまず。 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください< 
(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 
火災の原因になりまず。 

城れた手での抜を差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



0 

禁止 

0 

使用禁止 

0 



〇 


み 腰 を かなた b 物 をのせな 。] 

ストーブの上にのつたり、腰をかけたりしないでください。ス 
I -ーブの故障や、やけどのおそれびあります。ス I -- ブの上に花 
びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。水びかか 
ると漏電や故障のおそれがありまず。 


★やぶ / u のせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれび 
あ0ます。 

I ★分解優裡の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 



0 


0 

禁止 

分解禁止 


意 （ CAUTION) 


お使いになる一 







巧全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION ) 

r ★長期間使用しないときは電漏プラグを抜ふ 

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。 

火災や予想しない事故の原因になります。 

C 

電源プラグを技く 


I 古電源プラタ D お手_么。をずる I 

とをどさ電源プラグを抜き、ほこり（及び金属物)を除去してく 
ださい。 

(ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原 
因になります。 


I ★高ぜ!(標高 1 ， 日 OOmlU 上）使用禁止 i 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

標高1,00日〜1,日00 m では再調整げ必要ですので、販売店へお 
問い合わせください。 


全可燃性ガス使用禁止 I 

ス I ブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの（ガ 
ソリン、ベンジン、シンナー)、スフレーを使用しないでくだ 
さい。 

火災や故障の原因にな0ます。 


〇 

指を 


0 

使巧禁止 

0 

使用禁止 


[★おす様やお年寄りのご使用にま意1 

お子様やお年寄り、体のご不自田な方びお使いになる場合は、 

やけどなどについて、周囲の人び充分にミ主意して < ださい。 

A 

ノ 

r 

お願い （ NCmCE) 


★な油の廃棄 i 



•口油の廃棄姐分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 



使用ずる場所 


I 去効果的に使 用ずるた めに I 

•なるべく部屋の中央に置いていたださまずと、対茄効果によってお部屋の温度のムラが少なくなり、 
効果的な暖房がでをます。 


4 






各部のなまえ 



節 


燃焼用送風機 


キヤビネツト 



ムサー S スタ 



定油面器 


/水平器 


* —^ 
<r~z> 


お使いになる前 

















含*部のなまス 

操作-表示部のなまえと使いか焉 


广 

運転ランプ 

♦点灯-… 

. 運転中 

•消灯… 

……消火中 

参点滅… 

……消火動作中の再点火 
(ストーブび;令えると 「点 
灯 J に変わりまず。） 

セープによる消火動作中 
(消火動作が終わると 「点 
な」 に変わります。） 

_ > 


セーブ ランプ 

点な… 

……セープ運転中 


消灯1 

……セーブ運転解除 

_ 


タイマーランプ 

……タイマー運転待機中 


_パワーモニター_ 

燃焼状態に応じて点なずるランプの 
数が変わ0ます。 

全部点灯している時び強燃焼でず。 


コ□ン 


■I 


If—= ： r= ： ^^r==-^ 

酬 


; 。入 
己切 



運輯 
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運 IS スイッチ 


•一度押すと . r 入直 j 

♦もう一度巧すと . 「切*」 

になります。 


(12 -16ぺージ参照) 


义力調節つまみ 


•手動運乾 . 

目盛「微少」〜「強」の間で希望の乂力位置 
に合わせます。 

(にページ参照) 

♦自動運乾 . 

目盛 r 自動」に合わせるとルームサーミス 
夕による自動運転になります。 

〔13ページ参照） 


タイマ—ホタン 

タイマー運乾を開始します。 

り4〜1日ぺージ参照) 


セーブポタン 

セーブ運転を開始および解除します。 

(14 ぺージ参照) 


温度-時計合わ せボタン_ 

温度の設定、時計の設定に使いまず。 

♦室温設定の場合 . 

「▲」 ■ 「▼」のボタンを巧して合わせます。 

♦時計設定の場合 . 

「時」- r 分」のボタンを押して合わせまず。 
(11. 13 ■ 14 ■ 1日ぺージ参:照） 


デジタル表示部 


超 

〇 〇 

む广, 

rl しし': 


温度時計 

〇 • 

淀 W 
渡し£ごリ時 


■温度表示 
設定温度 . 

日む〜3日でまでの設定 
温度を選択でさます。 

室内温度 . 


-9 ご〜3日でまで表示 
しまず。 

■低温表术 * 局温表の 

。。」 . 

室内温度が一1日で政下 

rw, J. 

室内漏度が36で政上 

■規在時刻表示 

現在の時刻を表をしま 
ず。 


[巧卜广, 

渡 I し'し, J 分 

温度時計 
〇 0 

淀 I 广 
渡!^む I 時 


■タイマー■運転時刻表お 

タイマー運乾時刻を表 
术します。 


涵 




設定,一 

温度ご 


国 時 


控 


■自動的に消乂したとを 
の表示 

自己診断機能により、 
異常時に「己」〜 
「 EE 巧 J を表おしま 
す。 

(22 ページ参照） 


お使いになる前 














使う前の準備 


燃料について 

@燃料は、灯油 （ J 旧1号灯油）を必ず使用してください。 

A 警告 

★ガソリン厳禁1 ^ へ 

ガソリンなど揮発性の局い油は、絶础こ 
触しないでください。 

か動混入でも、火災の原因になります。 巧 ガソリン禁止 


•ガソ U ン、シンナーおよびこれらび混入した灯 
油、変質灯油、巧れた灯油、かやごみの混じっ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

•灯油は、がず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
管してください。 


なミ由とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃輯をつけて息を吹きかけます 
(火の気のないところでおこなつてください) 


0 丹油 X ガソリン 



鼎れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


1油タンクに給油する D 

♦油タンクの給ミ由□ふたをはずし、灯油を巿販の給油ポ 
ンプで油量計を見なが5縮油して < ださい。 

女給油の際は、給油ロフィルターを取り去らないでくだ 
さい。 



給油の際にこぼれたな油をふきとる。 

女給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やご 
みがたまっておれば給油□フィルターをいったん取り 
はずし、給油口から市販の給油ポンプをドレン受け巧 
にさしこみ、水やごみなどを暇いだして<ださい。 



給油□ふたを必ず元通りに閉める。 













Li 燃料切れのを意^ 


★燃焼中に灯油がなくなると消火しまず。 

このときデジタル表示部に 「が5」 を表示し、異常びあっ 
たことを知らせます。 

※油タンクに灯油があるのに S 」 が表示するときは、送 
油経路のつまり、空気たまりが考えられます。このような 
ときは 拙 や 1 日ページの 「定油面器のリセ 
ットポタンのセット」 を参照して送油経路の点検をしてく 
ださい。 

•再運転ずる場合は、本体温度が充分下がってか S 油タンク 
に給油し、 r 運乾スイッチ」 を一度 r 切」 にしてか 入」 にし 
て < ださし、。 


^ 空気おさの方法 . 


★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていまずと、 
送油管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブ 
は「が別や「が S 」 を表示して消火動作をおこないます。 

このようなときは!;{下の手順で処置をしてください。 
(灯油をこぼさないようにま意してください。） 

①バルブを全開にする。 

⑤ 送油管に山形搞低)がないように平5にずる。 

巧)ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油 
管の先端をバケツなど灯油をためることびできる容器に入 
れはずれないよラに固定する。 

④バルプを全開にし、送油管か5口油に空気び混じらない状 
態で連続して流れ出ることを確認する。 

ま意：バルブを全開にしてを灯油びまったく出ない場合は 
油タンクとストーブ本体との落差(約3日 cm 必要)がな 
い場合ちありまずので確認-処置して<ださい。 

⑥ 確認でさたらバルブを全開にずる。 

愈送油管をス I -ーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にする。 

愈ストーブ本体の側面にある赤色の リセットボタンを 下へ 
1回押す。 

( D ストーブを運輕ずる。 







※製品の測面にあります 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストープの置台又は送油経路(油タンクや送油管の接含部など）から油漏れびないかどラか確認してくだ 
さし'!。 

万一、油漏れしている場をは必ずお買い求めの販売店に修理依頼、またはお近くの当社にご相談くださ 
し、。 



現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭用 AC 1 00 V ) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部はち図のよラに「バー」表示されますので、現在の時刻を 
セットしてください。 


-お願し、- 

★ストーブに初めて通電したとをや、停電搔や、電源プラグを抜いて再 
通電した場合、デジタル表示部はち図のように「バー」表示され、 「時計」 
表示び r 点灯 J しますので、現在の時刻を設定してください。 


使う前の準備 
煙突接続の確認 

♦煙突び正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスが漏れ大変危険です。 
•煙突が雪やル鳥の巣などでふさがれていないか確認してください。 

ストーブ周辺の確認 

♦ス I -ーブの周辺および煙突の周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器の U セットポタンのセット 

♦定油面器の赤い U セットボタンを、下へ]回巧してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン初めや、本体 
設置場所を変更したとさ、又は对震自動消火装置び作動したあと再運転 
ずるとをは、 IJ セットボタンををラー度、押しな技してください。 

. -お願い- 

★ U セツトボタンは日砂政上巧し続けたり、カラーをがして押さないで 
<ださい。 

•定油面器から灯油びあふれたり燃焼び継続しないことがあります。 


U セットボタン 











運质かづタィ矿 
〇 〇 〇 


パワーモニター 

樹か謁中強 
0 0 0 0 


® r 時計」表示が、 r 点滅」か sr 点阿」に変わり、設定が完了 
しまず。 

f -お願い-^ 

★ストーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる 
場合は、コンセントを一度损いて、をラー度差し込み直して、時刻 
を設定してみてください。それでも直5ないときはお買い求めの販 
売店までお問い含わせ < ださい。 


① (E 



で⑤ 


dp 現在時刻が午後7時10分の場合 
① r 時」または r 分」のボタンを1度押ず。 

「時計」表示が「点滅」します。 

d ) デジタル表示を見なが目 r 時」のボタンを押して巧に 
含わせる。 

( D デジタル表示を見なが日 r 分」のボタンを巧してぶに 
合わせる。 


温度時計 

〇 参 

設定 

温度し'時 


,广, 

t\(u 


♦r 時」- r 分 J のボタンは、]度巧すごとに 1 時間または]分間ずつ進 
みまず。押し続けますと連続的に進みまず。 

•時刻合わせをずる場合は、 「時計」 表示び r 点減」 している0日秒間）に 
「時」- r 分」 のどちらかのボタンを押してください。 

時刻合わせびでをなかった場合は、をラー度 r 時」 または r 分」 のボタ 
ンを押してやり直してください。 



お使いになる前に 







の 油タンクのバルブつまみを性開」にする。 


(D r 運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

♦「運転ランプ」が「点灯」します。 

♦「温度」表示び r 点な」し、デジタル表示部に室内温度を表示します。 

( D 約2分後に自動的に点火しまず。 

. -お願い- 

•ご購入されて初めて使巧されるときに、製品の塗料やパッキンなど 
の焼けるよラな臭いびする場合がありまず。 

このような場台は、お部屋の窓をかし開け、半日か日1日程度、「強」 
運乾をしてください。 

★初めて運転ずるとさは、送油経路に巧分燃料び供給されていないた 
ゆ、一回で点火しない場合びありまずから、しばらく待ってからを 
ラー度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2回点火操作をして点火しなかった場合、何回を点乂しないで 
<ださい。バーナー巧に灯油びたま0ます。販売店にご連絡<ださ 


★万一巧油びたまったことに気付かずに点火したとさは、「運転スイ 
ッチ」を押しなおして「切」にし、たまった灯油び燃えつきるまで待 
つて <ださい。 

♦このとを、電源プラグをコンセントから抜かないでください。 

♦点火時にはガラスび疊りますび、これは排ガス中の水分の蒸気によ 
るをのです。 

•室温が0で政下の場合は、点火までの時間は勒をな[こなります。 

_ 一 

义力調節（手動運転） ~~ 

>火力調節は、 r 乂力調節つまみ」 を目盛 「微少 J 〜 r 強」 の間で自由に調節し 
て < ださい。 

「パワーモニター J が、目盛の位置に応じて点灯しまず。 

-お願い-^ 

•点火後約目分間は、予備燃焼のため r 弱」 燃焼しますので、乂力調節 
はでさません。 


「手動火力調節1 

m 

し微少で J J 
〔自動只如 



運転 


いきソ V 




I 

、 一 


ま内「 , n | 
温度 


運雲ヴタタ- 


パ ワー モニター 
微か弱中強 


点乂（通常運転) 


使用方法 





室温の調節（自動運転) 


■自動運輯は、お部屋の温度をできるだけ一定におつための運乾方法でず。 

♦自動運転時には、室内温度が設定温度になるまで r 強燃焼」 を続け、室内 
温度げ設定温度になると r 弱燃焼」 に切替わり、設定温度を]む超えると 
r 微か燃焼」 に切替わります。 

★室温の調節は、自動運乾をしている場合でしかできません。 


参湿度設定しない場合は、み}巧日で）び設定温度となります< 


① r タカ調節つまみ」を目盛り「自動」の位置に合わせまず。 

•デジタル表示部に、現在の室内温度と設定湿度, f ごが表示され、自 
動運嚴とな0まず。 

( D 温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見なび5、「▲」ボタンを巧しまず。 

( D 温度を下げるとき。 

•デジタル表示を見なび5、「▼」ポタンを巧します。 

-お願い- 


♦温度設定をする場合は、「温勒表示ランプび点滅してし巧間に「▲」 
-「▼_)ボタンのどちらかを押してください。設定でさなかった場合 
はをラー度押して、やり直してください。 

•-度設定温度をさめますと、その設定温度を記憶していますので、 
変更をしない限り、 「消火」 儀再運聞する場をを同一設定温度になり 
ます。 

•温度設定は、目で〜弧むまでの間で設定できまず。室温表示は、一 
目む〜3日むまで表おします。 

♦室温表示は室温び一1日む政下の場含 「 L 〇 J 、3目でし^(上の場合は 
r H ( 」と表示します。 

♦温度調節は、ストーブの位置や部屋の大きさなどで、おずしを、ス 
I ''ーブの表示温度と室温とは一致しません。このよラな場をは、本 
体のルームサ ー S スタを、34ぺージの 1717 ミスタの配療 
動） j を参照して、適切な位置に付け替えてください。 


温度時計 

■ • 

• 

〇 

設定 

つ,—/ 


泡度 

レニし'‘ 

時： 


〇 0 

1 

室内 

り-, 


温度 

"一, 

分 

運転セ-ブタイト 

• 

0 

0 

パワ 

—モニター 

おか顏中 

強 

• 

隱 

• • 

参 

m 



•手動火力踊節’ 

強 rn 

中 



使いかた 


ぶ 





使用方法 


温度時計 

• 

1 〇 

設定 

'二,, -,1 


おな 

卜し', 

時 


〇 0 


室内 

り-/ 


温度 

(U 

分 

運乾セ-ブタイマ- 

• 

T 

〇 


パヮーモニター 
微か器中強. 


タイマー運転のしかた 


タイマー運転をするときは、 1 日ぺージ I 現在時刻のセット I に従つて、 
時刻合わせをしてか5でないと、運範できません。 


午前6時3日分に設定したい場台 

①「タイマーボタン」を押ず。 

♦このときデジタル表示部の表示び「5 : 001表示に変わり、「タイマ 
ーランプ」が r 点滅」しまず。 

( D デジタル表示を見なが6「時」のボタンを押して S に 
合わせる。 

③デジタル表示を見なが引分」のボタンを押してるごに 
合わせる。 


^ ir 


就 
ミ届度 


室内 

温度 


00 


時 


分 


mm セーブ タイ7— 
〇 〇 参 


A " ワーモニター 
»弱中強 


■セーブ運転は自動運転中に、室温が設定温度より、約2で上昇すると自 
動的に r 消义」します。また設定温度まで下がると、自動的に r 再点义」し 
まず。 


セーブ運転をおこなう 


① r セーブボタン」を押ず。 

♦ r セーブ」 び 「点灯」 して、セープ運転を開始します。 


セーブ運転を解除ずる 


③ r セーブボタン」を押ず。 

• r セーブ」 が r 消灼■」 して、連続運転にな0ます。 

★セーブ運乾は自動運転中にしかでをません。 


i 


セーブ運乾 



デジタル表示 


セ—ブランプ 












if? 8|ft 


設定 

温ち 


室内 

混ち 


30 


時 


分 


運 g セジタ若 


パワーモニター 

がみ 謁や強 


〇 . 0 .. 0..0 





♦r 時」 • 「分」のボタンは、]度巧すごとに]時間または1日分間ずつ進 
みます。巧し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻合わせをずる場含は、タイマー0寺刻び r 点滅」している間 （1 日秒 
間）に r 時」.「分」のどちらかのボタンを巧してください。 

•設定できなかつた場合は、ちラー度 r タイマーボタン」を巧してやり 
直して < ださい。 


④デジタル表示部のタイマー時刻び、「点滅」している間に 
「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦このとき r タイマーランプ」び「点な」し、セットが完了します。 

•約1日秒ほど経過ずると、デジタル表示は現在の時刻を表示します。 

f -お願い-> 

★タイマー運転は、一度タイマー運乾時刻を設定ずれば変更しない限 
り、 「タイマーボタン」 を押して タイマー時刻の r 庶則中 (約1日秒間） 

に、 r 運転スイッチ J を r 入」 にするだけで同一持刻で設定び完了しま 
す。 

女タイマー運転時刻を蜜更する場合は前記と同手順でおこなってくだ 
さい。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を巧すと、 「消乂」 して 「タイマー運 
転 J の状態になり、タイマー運転時刻に 白 動的に点火しまず。 
★タイマー運転時刻の確認は、消火時に r タイマーボタン」 を押すと、 

10砂間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺5して対 
震自動消乂装置び作動したとを、電源プラグを抜いたとさは点乂し 
ません。 

再度 1 日ページ rw 在時刻のセット I を読んで、時刻合わせか 5 おこ 
なつてください。 


タイマー運転の解除のしかた _ 

タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前に通常運転をおこないたい場合。 

① r 運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

( D 「運転スイッチ」を再度押して「入」にずる。 

ぶ 



使いかた 


タイマーランプ 




-►[通常運乾開始] 






使用方法 


消义 



時計 


消火禮約日分間は燃焼用送風磯が回転し続けます。その後自動的に停 
止します。 

燃焼用送風機が止まるまで、電源プラグを披かないでください。 


-お願い- 

★ストーブの消火は電源プラグをコンセントか b 抜さとったり、スト 
ープをゆすって消してはいけません。 

★が出するときは、必ず消火してください。 

★長期間留守にずるとさは、必ず電源を切ってくださし、。 


消义後再点乂するとをのを意 


★ご使用中に、においがしたり目げしみる場合は、煙突やパッキン部 
か6も排ガスび漏れていることげ弯えられ起険です。使巧ずるのを 
やめてお買いがめの販売店にご相談ください。 

女長期間使用しない場合や、10 
使巧期間が終わりましたら、 IT Pl ^ 

おず霞源プラグを抜いてく 
ださい。 

ほこりやミちれがついて発火 
ずることびあります。 

★このストーブは、雷に対ずる安全機構をそなえていますび、 

雷の架件によつてはス i ブが故障ずることびあります。雷 
が発生した S 電源プラグをコンセントか5抜いてくださると 
ま全です。またス [ -ーブをいためることちありません。 

★ス I -ープを使用するときは、必ず天板ガードを取り付けてか 
5使用してください。 

取り付けないと、地震などによりス I -ーフに可燃物び落下し 
たとさ、火災のおそれがありまず。 


運転 


電源 r を 


指示 








安全装置 


•安を装置が’作動ずるのは巧5かの異甫があるとをですから、下記の姐置をしても正常にな5ないと 
をは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•安全装置が作動した堤合は、 r 運転スイッチ」を巧し「切」にしてか5、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」対甲して r 入」にしてください。（再点火操作） 


を全装置 

はたら舌 

処 置 

巧露自動消火装置 
EE 弓 

参運転中にス1-ープ本体び地震(震度約日攻上） 

や強い振動、衝撃を受けた場含、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

女地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油漏れ、煙突のがれなど異常 
びないことを確認してから再 
点火してください。 

点火を全装置 

EE E ' 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障やス1-ープにな油がさていないこと 
により点火しないとさに、運転を停止しまず。 

1 

★点火ヒーターの故障び原因で 
運範を停止したとさはバーナ 
一底に订油がたまりまず。た 
まった灯油をふさ取ってから、 
ご使用ください。 

(販売店にご相 i 炎ください） 
★8 ページ 給油のしかたを 
お読みになって点横-処置し 
て < ださい。 

惇電をを装置 

EE ご 

i 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されても運転しません。 

•タイマー運輯中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されます。 

★再点火操作をしまず。 

★現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をやりなおします。 

燃焼制御装置 
ららら 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 


★8 ページ 給油のしかたを 

お読みになって点検-処置し 
て < ださし、。 

★再点火操作をします。 

EE 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、22ページを参照してください。 

-hMKWi \ 

わ願し、 

必ずストーブを消火し、本体温 
度が充分下がってか5おこなっ 
て < ださい。 


使 

し、’ 

か 

た 





日常の点検-手入れ 


点検 • 手入れのときのミま雪_ 

★点検.手入れをおこなうときは、ストーブを消乂し、がず電源プラグ 
を抜いておこなって < ださい。 

★ガードを開ける時など必ず手袋をはめておこなってください。 

女電装部品や燃焼部の取りはずし、分觸はおこなねないでください。 


★油漏れ、油のたまり、_ミさ毎にじを 


使用のたびに 


I 韦周囲の 状態 I 

♦ス I -ーブの周圃は、萬に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

♦ス1-ーブはいつを清齋に掃隙してください。ミち 
れたままのご使用は危険のちとですし、ストー 
ブのいたみを早がまず。 

★ほとた 

参ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固< しぼった霜れ雑巾などでふを取 
って < ださい。 

み臭気-すす！ 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、煙突か5す 
ずが出ていないか確認して < ださい。 

異窜びあれば販売店に連絡して<ださい。 

L ★煙詞 


参送油経路やス1''ーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれた巧油はよ<みさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているときは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを硝 
認してから点火操作をしてください。 

酵麵 

♦送油管から油漏れびないか点検し、亀藝などび 
あれば交換してください。 

♦ゴム製送油管は2年に]度は新しい物に交換さ 
れることをおすすめします。 

♦屋夕 i 配管をする場合は、銅配管でおこなつてく 
ださい。 


♦が気温び低い場合、煙突内の排ガスの水分び結露しやすくなり、絕麗水が凍結して煙突をふさぎ、不完 
全燃焼や排ガスび室のに漏れる原因となりを険でず。 

曰常点検して < ださい。 


気になった時に 


★ガ ラス炎筒 I 

•使用環境（強風、が気温の変動によるドラフトの変化など）や使用状況によっては、ガラスにすすび付くこと 
があります。気になった時は、強燃焼で連続1〜2時間燃焼させてください。自然にずすが消えていきまず。 



★送風機フアンのほこり 


燃焼用送風機のファンにほこりがついたとさ、ブラシや電気掃除機など 
で取り除いてください。 

•ストーブ側面の点検扉を固定しているネジをはずし、点検扉をはずし 
てか5掃除してください。掃除後は、必ずをとどおりに点検扉を取り 


政 


付けて < ださい。 

•フアンを変形ごせないよラに注意して<ださい。 











★反射板のほこり(必ず手袋をはめておこなってください y 


>ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、 
ガードの両端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いて、ガードを取りはずしてから、乾いた巧 
でたまったほこ0をふさ取って<ださい。 


厂3箇月に1回切上1 


★油タンク I 

♦給油□フイルターがごみやほこりで目づまりし 
まずと、給油時に給油口よ0あふれ出たりしま 
す。給油□フイルターを取出して、付舊したご 
みやほこりを取り除いて<ださい。 


★電源プラグ-コンセント 





み油タンク巧の水 


>油タンクに水やごみがたまっているよラでした 
5、ドレン巧をや、油タンクのストレーナなど 
からたまつた水やごみを取り除いてください。 


♦電源プラグ、コンセントにほこ 0 や巧れがたまると火災の原因になる 10QV 

ことがあります。 3箇月に！〜2回輩源プラグをコンセントか5抜い I 

て、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 


I 定油面器のストレーナ 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ス I -ーブの格納（シーズ 
ンオフ)のとさ、次のよ5に灯油で洗浄してください。 

⑩油タンクのバルブを聞める。 

⑤定油面器のストレーナの掃除口に容器をあてびっておき、 2本のね 
じをはずして、ストレーナを城をだす。 

③ ストレーナを灯油で洗浄ずる。 

④ ストレーナををとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふをとる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

©油漏れがあるかないかを点検する。 


，巧源プラグ 


、コンセント 



\ \パッキン 


n シーズンに1回似上 


★ パッキン 

♦燃焼中、室內ににおいがこちるよラな場合は、 
と < にを意して点検して < ださい。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部、燃焼筒ふたと熱交換器 
の接続部 

• 点火 ヒーターの 取り付け部 


★点乂 ヒータ ー 

♦点乂ヒーター及びパッキンが古くなり、切れた 
り、ずさまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相談ください） 


.お手入れ•アフターサ—ビス 

文.. ' r 一^-、ド- • • ミん争を 


近 

















曰常の点検-手入れ 


★燃焼 U ング、バー ナ ー 

♦燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼損することがあります。とをど舌点検し、変形や焼損し 
ていたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

★ 1 ^ 

♦煙突は約4箇巧に]回程度の割含でいったん取0外し、排気流路部分のずすによるよごれなどを点検し、 
ほこりやすすがたくさんたまっているとさは、軽く掃除してください。 

少'々ほこりやずすがたまっている程度では、掃除をおこなラ必要はありません。 

麻熱塞髮踊修 I 

♦熱交換器は耐熱塗装を施していますが、耐熱塗装膜が酸化してなくなる場合があります。 

その場合は市販の耐熱塗料のスフレーで、火気のない所で補修するときれいになります。 


の災害び猪生したときの点検について^^^^^^^^ ■ 


•地震などにより聲品に振動、衝撃が加わったときは、運転をずる前にぶ、ず次の点横を実施してくだをし、。 

I 点横内容 I 

•機器の損傷の点検 ♦煙突回りのがれ、漏れの点検 •送油経路か百の油漏れの点検 

★点横で異常びみつかったとさや、点検したのちに使用しているとを、排ガスのにおいびしたり目げしみ 
る場合は、使巧を中止して、販売店または別紙の穗相談廉己~覧1に修理依頼をしてください。 

定期点検 

長期間ご使用になりますと、機器の点検がお票です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にをを 
にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン後了後などに、お買い上げ店、刘が爵里聲陷者〔（財） 
日本石油燃焼機器保守協を （ TEL 03-349 日-292目）でおこな5巧術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など）のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめします。 


定期点検の内容 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•を油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水抜き 

•送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはたらさ ♦操作部品-動く部品のはたらさ 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

•点火ヒーター、燃焼リング、ゴム製送油管、ク n スマット 

掃除-点検*整備 

•本体内部、燃焼用送風機 •各接続部のパッキン 

•煙突の接続、つまり 










故障-異常の見分けかたと処置方法 

_ 故障 • 診断チ I ック表 


★この表 iU 夕りこ不具さびあるとをは、お買ホめの販売店にご相談下さい。 
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処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し应んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 

EEO 





〇 

が口 




停輩禮帰後点火し直してく 
ださい 

巧震自動消火装置び 
作動した 


〇 

EE 5 




〇 




定油圃器の IJ セツトボタンを押し 
てから再点义操作をしてください 

油タンクに水び入つ 
ている 


〇 

〇 



〇 
が fi 




水混入の灯油をすっかり巧 
いて<だごい 

油タンクに灯油びな 
い 


〇 

〇 



〇 
EE 目 




灯油を入れてください 

不良灯油を使巧した 


〇 

〇 

〇 





〇 

販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 

// 

コント□— ラー 不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 

// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 


// 

電磁ポンプ不良 


〇 

EEe 

〇 

〇 

〇 

〇 

EEB 



〇 

// 

点乂ヒーター不良 


〇 

E り 








II 

煙突のドラフトが強 
すざる 






〇 



〇 

ドラフトレギ ユレーターを 
取り付けてください 

使用環境（ドラフトなど） 
の変化 









〇 

1〜2時間強燃焼して < だ 
さい 


♦燃焼中 r カチカチ」音がすることびありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではあ D ません。 
♦この表のは、巧ぺージデジタル表示の見方 I を参照してください。 
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故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場含、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


[ エラー 表示 

原 因 

処置方法 "1 

IEE 0 

•運転中に電源が切れました。 

♦タイマー点火待機中に電源び切れました。 

•電源プラグの差し込みを確認し、 
再点火操作をして < ださい。 

EE 1 

•ルームサー S スタが断線しました。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 

EE 台 

•ストーブにの'油がをていません。 

•点火安全装置が作動しました。 

♦ノ C - ナーヴー云スタび断線しました。 

♦な油を入れて < ださい。 

(8 ぺージ 1給油のしかた 参照） 
♦原因不明の場合は、贩売店まで 
連絡してください。 

EE 5 

•巧震自動消火装置び作動しました。 

•作動した原因を取り除を、再点 
火操作をして < ださい。 

EE ら 

♦ストーブに灯油びさていません。 

•運転中に消乂しました。 

•ノ くーナーヴー S スタげ断線しました。 

♦打油を入れて < ださい。 

(8 ぺージ r 給油のしかた1 参照） 
♦原因不明の場合は、販売店まで 
連絡して < ださい。 

EE '7 

♦室温び3日でしソ上になりました。 

♦室温び下びるのを待って、再点 
火操作をしてください。 
♦温度調節をして < ださい。 

♦原因不日月の場合は、販売店まで 
連總してください。 

EE El 

•燃焼用送風機び故障しました。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 

EE 15 

•スタート時、バーナーが高湿でした。 
•パ’ーナーヴー S スタび短絡しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

EE EE 

♦ス1-ーブに灯油びさていません。 

•着火ミスを2回しました。 

•灯油を入れてください。 

(8 ぺージ 給油のしかた 
♦販売店まで連絡してくだ‘ 

参照） 
壬い 。 . 


部品交換のしかた 


A 注意 


み分解修 理の禁止 

故障、破損した5使用しないでください。 
不完全な修理は、危険でず。 


分解禁止 




短期間に消耗する部品は特にありませんが、ガラス炎筒、定油面器、燃焼リング、点火ヒーター、パ 
ッキンなどの交換部おが必要な場含は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交撰の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品し以がを使用して万一故障や事 
_故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。_ 

不完全な修理はお険です。修理をお受けになる場合は、財回法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習を修了者(石油機器按術管理±)などのいる版売店で修理されることを推奨しまず。 




保管のしかた(長期間使用しない場合) 


•ストーブを保管する場をは、18ページ 曰常の点お•手入れの 項を参照して、ス I -ーブの 手入れを 
してから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-乂気-高温などの悪い影響のおよびにくい巧であって、しかちストーブ 
の上には重量物をのせたり、人が栗ったりしないよラ配慮してください。 


1 ストーブを長期間使用しないで保管すると去は、必ず電源プラグをコンセントから抜去、油タンクの 
バルブを閉めてください。 

2 ストーブを使巧する季節が終り格納するときは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部巧走取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して灯 ミ 由で洗浄してください。 （19 ぺージ参照） 

• お願し、- ' 

油タンクの灯油を巧くとさは、送油管の打油を完全に巧いてください。打 ミ 由が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとき、つまって灯油が流れなくなりまず。 （日ページ参照） 


3 ス I •''ーブや油タンクの表面をふいて<ださい。 

•固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた布で水気をふさ取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどで&<のはおやめ<ださい。塗装が変色したり、危険でず。 

4本1本にほこりがたま6ないよ弓、適当なカバーをかけてください。 

I ； 附属品と r 取巧説明書-工事説明書」-り呆謡書」も紛失しないよう同時に保管してください。 


型式の呼び 

HR-K65A 

質 量 

約2日 k 邑 ] 

種 類 

半密閉式石油ストーブ•ポット式 
強制通気形•自然対流お 

懿電邸び屆液致 

1日日V日日/目日 Hz 

定槪體電力 

点火時24日/ 240W •燃焼時14/1日 W 
最大68日/郎日 W (点火巧期に短時間発生） 

点火方式 

輩気点火 

使用燃料 

'灯油 (JIS1 号） 

煙突の呼び径 

1日目關 

燃焼状態 

最大 

最小 

電流ヒューズ 

日 A 

燃料消費量 

日.卵日 L/h 

0.198 L/h 

々 A が黑 

対震自動消火装置、点乂をを装置 

発熱量 

33670 kJ/h 

7334kJ/h 

义ゴ巧直 

停電を全装置、燃焼制御装置 

熱効率 

69.0% 

69.0% 

附属品 

置台り個)、ゴム製憩由管0本) (Im) 
ホースパンドに個)、天板ガード （1 個） 
木ねじ （1 本） 

禮房出力 

6.45kW 

1.41kW 

が巧寸法 

高さ日11關、幅76日！ Ml、 奥行427隱(置台を含む） 


表の熱効率は、煙突の通気力（ドラフト）び、強燃焼時一 6 Pa (- O . SmmHsO ) 、微少燃焼時一 3 Pa (—0.3 画 
HsO ) で、使用した場台でず。 

V _^ 


■送油経路因 


I 配線図 





お手入れ•アフタ—サ—ビス 


t ミ 
様 
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豕フターサービス 


情 証について I 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事頂を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保証期間はぉ買ぃ上げの曰ょり1年間です。 


修理をを壁するとき J 

♦故障.異常の見分けかたと処置ち法(引ページ)に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を 
中止し、おず電源プラグをおいてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名…半密閉式石油隱房機(キ密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び… HR - K 日日 A 
③お買上げ年月曰 

理)故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ.電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保話書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
ます。 

♦保証期間び過ぎているとをは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望によ0有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されていまず。 


この取扱説明書-工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使用に反し 
て使用された塌合の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


1補修用性能部品について1 

★半密閉式(煙突式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切りを7年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 


L 転居される場合 


♦このストーブは電源周波数如、孤 Hz とち同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への乾居でちそのままお使いいただけますげ、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の L お客様相談窓□一賣 "I までご相談ください。 


A ま后、 

み 分解修理の禁止 I 

故障、破損したら使用しないでください。 

③ 


不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 


故障-修理の際の連絡先 i 


アフターサービスについてわか!5ない場合は、お買い巧めの販売店、または、お近くの r を客様谭談窓口 


公 


一覧1(別紙参照)までお問い合わせ < ださい。 










♦試運転は、販売店交は据付業者とご一緒におずおこなってください。 

艦魏刪 

1 8 ぺージ r 給油のしか^ 、 目ぺージ I 点火前の準 f 扇と罹覇1 にがって運転準備をしてください。 
P 電源プラグをコンセントに確実に差し込んでください。 

H にぺージ 使用方法 にがって運乾してください。 


0初期運転時の異常現象 

^ •開個して始めて使用したとき、防銷油または塗装やほこりび乾燥したり焼けたりすることによって、 
ストーブから約孤分間位、煙やにおいが出ることびありますび、ご使用には全くす障はありません。 

Q 正常運転の目を 

k •正萬運転時のバーナーの炎の色は、黄乂がとさどさまじる青炎です。 

. -お願い->1 

煙巧の設置条件が悪いと、黒煙を出して燃えたりガラス炎筒が曇ったりしまず。又、とくに春先や秋 
口で夕}気温が高い時期には、ドラフトが不足して点义時ににおいがずることがあります。煙突の設置 
を点検し、35ページ煙突の取り付けを参照して正しく煙突を設置してください。 


1 日ぺージ I 消火 I に従って消火をしてください。 


運車云 


♦据付けび終りました 5、 をラー度、 I 工事編 の 巧全のためにおずお守りください をお読みになり、 
工事 編 1 に記載されているとおり据え付け 5 れているかどうかを確認してください。 


据付け後の確認 


据付けについて 

据巧け工事は販売店に依頼する 


•据付けや移動工事は販売店または振付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 



•据付けについては、火災ず防条例、電気設備に関ずる技術基準などの法令の基準びあります。「了事編 I 
の ををのために必ずお守りください をお読みになり、販売店又は据イ寸業者とよくご相談してくださ 
い。 _ 

♦ I 標準垢巧け例 I については 28 ページを参照してください。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 据付け 







工事編 


設置工事の前に、この工事編をよくお読みのラえ正しく据付けてください。 

なお、この取扱説明書•工事説明書は、工事終了後に必ずお客様にお腹しください。 


安全のために必ずお守りください 

•ここに示した事項は、八警告、么注意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具台 
によって使用者び死亡、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想定される内 
容を示しています。 

ま 忌、 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合 
によって使用者び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定される巧容を示して 
いまず。 


♦イラスト（まんび）の横にある ( S ) マー クは「禁止」、〇マークは r 指示」、么 マー クは r ま意」を表していまず。 


警告 


★据付けや移動は、販売店へ依頼または据巧業者が 
おこなってください。_ 

お客様ご自身で据付けをされ、不備げあると感電や乂災の原因にな 0 ます。 


〇 

指示 


★据付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準 
などの法令の基準を守っておこなってください。 


〇 

指を 


路屋巧排霉禁止 I 

屋内に排気ずると排ガスび室巧に充満して危険です。 
必ず屋外に排気してください。 


で 

巧 

巧 



0 

禁止 


★煙突を確実に接続 


煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中に排ガスび室内に漏れて危険です。 


〇 

指示 






成注意 


「去次の場所 には据付けな い I 

★义災や予想しない事故の原因になりまず。 

•水平でない場所、不安定な場所 
•不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 

•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所、又は換気のおこなえない場所 

♦付近に燃えやすいをのびある場所 

♦階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 

•防乂対策をしていないマントルピース内 

•温室、飼育室など人のいない場所 

♦フ□ンガス、塩化水素ガスなどの八□ゲン系化合物のガスや溶剤を使用している、 

理■美容院、^ッキ■塗装エ攝、電子部品組立工場、繊維関係工場 
塩素ガス等の影響により謂げ発生ずることびありますのでご使用はさけてください。 
♦塵やほこりの多い場戸斤 

燃焼用送風機のフアンにほこりびつま0、異常燃焼を起こすおそれがありまず。 


I ★可燃物との距離を離ず I 

★ストーブ及び煙突か5周囲の可燃物までの離隔距離は义災ず防条例で規定されていま 
すので図のぶラにして < ださい。 

♦ A ■ 目寸法は、煙突と可燃物との離隔距離 (45 cm 政上)でを規制されます。保守■点検 
を考慮し可燃物との離隔胆離び長くなるよラに設置してください。 

•ストーブ側面と可燃物は3日 cml ； (上離してください。 

•ストーブは、附属の置台の上に据付けて< ださい。 

•ス I ブの上に物び落下しない場所で使用してください。落下物により火災び起去るおそれがあります。 
♦家具等からは充分な距離を取ってください。（熱で変おや変色、自然発乂することびありまず。） 


〇 

距離 


0 

使用禁止 



可燃物 



を全のために必ずお守りください 



6 Dcm む上. 


※斗ら加 

な上 


固定を頁 


ドラフト 
レギ ユレーター 


上り勾配 


V ミぇ金具 
1 5 cm 似上 

をえ又は 
\吊り金具 


めびね石 


※可燃物から 
45 cm じ(上 


-お願い- 

•煙突の先端わ、百水平距離1 mL ソ内に建物の軒が 
ある場合は、その軒か5即 cmL ソ上高くすること。 
煙突の先端か51 miU 内に建物の開□部(窓な 
ど）がないこと。 

♦ (《）45 cmLU 上の寸法は、煙突が本がか5 1.8 m 
を超える場合は 15 cmL ソ上とする。 

♦煙突は、固定金具で 1.5 m 〜 2 m 間隔で固定す 
る。 


〇 


I 古家屋貢通部をを意 I 

♦煙突が可燃性の壁などを貫通する部分は、必ずめびね石を使用して 
<ださい。 

•ル屋裏、天井裏などにある部分は、金属！;(がの不燃材料で防火上有 
効な被覆をおこなって< ださい。 

•可燃性の壁、天井、小屋襄、天井裏などを貫通する部分及びその付 
近では、煙突の接続はしないで<ださい。 

I ★煙をり国室 i 

•煙突は、風や振動などで倒れないよラに、まえ金具やまえ線などで 
固定してくだごい。 

♦煙突は、 ].5 m 〜 2 m おをに固を金具(市販品)で固定し、自重をち 
える部分は、まえまたは吊り金具で堅固に支持してください。 


めがねち 



货通する 
壁より摩 
いこと。 


, lDcmL ソ上 


I 「地区により 
1，異なること 
すがあるので 
义災予防ま 
例を参照す 
_る。 一 
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★油タンクとの距離を唾 f 


•油タンクはストーブより 2 mU (上離して据付けるか、防乂上有 
効な遮へいを設けてください。 

★屋がタンクでの使巧を前提とし、附属のゴム製送油管の長さは 
1のです。 別売のゴム製送油管 侣1107091 己•長さ 3 m ) をご 
使用ください。 

♦油タンクは、熱•振動-衝撃のかない場所に据付ける。 

•据置式油タンクは、不燃材の床上に据え付けること。 

床置式の油タンクは、たたみ-じゅラたんなどの上に据付けな 
いこと。 

♦油タンクの送油バルブ(油の出口）と本体の送油管との落差は 30 
cm じ Lh になるよラに置いてください。 

オイルへッド面との落差は、最大 2.5 m 切下にしてください。 
油が定油面器よりあふれ出ることがありまず。 

♦蜜外設置の油タンクの場合は、ちの図の落善をとってください。 


〇 



喘垄獻 




I ★ゴム製送油管の屋外使用禁ホ 

ゴム製送油管は屋外で使巧しないでください。 
ひび割れを生じて油漏れの原因になります。 


0 

使用禁止 


1 ★煙突の点検 1 

•トップと建物(隣家を含む)の開□部(窓など) 


は] m じ(上離れていること 


据付けが終ったら、ち)5-廈点検し 
てくださ ■■ 
次のような取付けは制黄であったり、ス y 
不完全燃焼をおこすおそれびあるの 
で、必ず修正して<ださい。 

ImL み\ 

ノ 

0 

確認 

•下り勾配、下向を曲がり禁止 

1 •接続部のゆるみ禁止 .. 




HIbB 



















練！こん 


_ 開こんの際のま意 _ 

1包装箱から製品を傷つけないよラに取り出し、包装材などを取り除いてください。 

2 その他お使いになる前に、製品の輸送中に生じたルねじのゆるみや、はずれなどがないかを調べてく 
ださい。 

附属品と取扱上の注意 ~ 

参置台 1 個 ：ス I ブの置台として必ず使用してください。 

•天板ガード 1 個： 火災予防のために必ず取り付けてください。 

•ゴム製送油管(長さ 1 m ) 1 本： 給油コックとストーブとの接続に使用してください。 

女屋内タンクをご使用の場合は、 貝崎ゴム製送油管 (’《I 1070 目 1 己•長さ 3 m ) を使用してください。 

♦ホースバンド 2 個： ゴム製送油管の締め付けに使用して<ださい。 

•木ねじ 1 本 ：ルームヴーミスタを壁などに固定する塌含に使用してください。 





欄け 

据付け場所の選定 ^ 

★据え付けについては火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準びありまず。 

2 日〜巧ページの 「まをのために必ずお守りください J をお読みになり販売店又は据え付け業者とよくご相 
談ください。また、 r 標準据え付け例」 については、 27 ページを参照してください。 

1面 

•ス I -ーブを据え付ける床面は、強い振動や衝撃びなく、ス I -ープの重量に充分耐え、安定している 
ことが必要でず。 

♦ストーブは、水平になるよラに置いてください。ストーブを水平に置きませんと、異常燃焼や巧震 
自動消火装置の誤作動の原因になることびあります。 

2可燃物との距離 

•ストーブと可燃物との跑離は27ぺージ I ★可燃物との距離を離ず I の図を参照して、充分な距離を 
とって< ださい。 

3煙突の設置 

♦煙突は必ず屋外へ出してください。出さないとガス中毒事故を起こずことびあります。 

•煙突のドラフトび強い場合は、ドラフトレギユレーターを取り付けてください。 

♦煙突を設置ずるところと、ス I -ーブを据付けるところの、相互の距離関係をよく配慮してください。 

4落下物の危険のない場戸斤 

•ストープに物品び落下する可能性びあるときは、その落下の可能性びある物品を取り除くかまたは 
落下の可能性のないように処置をしておいてください。 

5コンセントの位置 

•交流1日日ボルトの電気のコンセントが、どこにあるかといラことをよく考慮してください。歩行者 
び、電源コードをひっかけないよラにして < ださい。 

0暖房効果について 

♦ストープの対流熱と放射熱で、暖房び最ち効果的にでさる場所を選んでください。 


燃焼用空気について 

•ストーブを据え付ける場所には、下部換気□および上部換気□を設けてください。 

♦ス I -ーブは充分に換気がで去、可燃性ガスが発生しない場所または、たまるおそれのない場所に据 
付けて < ださい。 


近 


据付け 





据付け 


据付け方法 


—■トエレメントの取り付け 


• r ヒートエレメント」は、下図のように、熱交換器巧に正しく装着されているか確認してください。 


上 




♦ヒートエレメントを 
熱交換器に入れます。 



参ヒートエレメントを 
熱交換器の図の位置 
にのせます。 


必ずこの位置に 
設歷して下さい 



燃焼筒ふたの取り付け 


(臭気の原因となるため正しく取り付けてください。 


♦ r 燃焼筒ふた」は、ち向性びあります。ふたの上面の表示に従って正し 
<取り付けて< ださい。 

取り付け後はみたび浮かないよラに(パッキンをなつかせるため)上か 
らおず押しつけてください。 

浮いていると排気ガスび室内に漏れ、においびでまず。 


天板ガードの取り付け 


♦附属品の「天板ガード」を取り出して本体に取り付けて<ださい。スト 
-ブをご使用になるときは火が予防のためにも、必ずこの「天ホ反ガー 
ド」を取り付けてからご使用 < ださい。 




置台の取付けと水平調節 


• r 置台」の上にス I -ーブを据えてか5、ストーブ床面の4簡所の「調節 
脚」で、「水平器」を見なび5水平になるように調節してください。 

♦本体側面についている水平器を上か5見て、水平器のおちりが丸いマ 
ークの範囲内にあるとさが水平でず。 


(後ろ側) 


n 



































































★油タンクの据付けについては、各地の火災ず防条例に従ってください。 

参29ぺージ 由 タンクと否症難 を離す 1 を参照して据え付けてください。 



♦油タンクの送油バルブまたは、給油コックなどの油の 
出□とス I -ープの送油管に、附属または別売のゴム製 
送油管を差し込み、附属品のホースバンドで締付けて 
<ださい。 

•送油管の上には重量物びのったり、巧れ曲びった0、空 
気たま0がでさるよラな形状にならないよラにご配慮 
くだごい。 

♦規定の送油管しソがは使用しないで < ださい。 

♦ゴム製送油管は油タンクを屋外に設置する場合は使用しないでください。 

•ゴム製送油管の取0付けは、巧げ半径がルさかったりねじれたりするとゴム内部に圧力が加わり、短時 
間でヒビ割れなどび発生し、油漏れの原因になりまず。 

曲げ半径は最低でを I 日日 mm し U 上になるよラ、またねじれのないよラ設置してください。 

♦ゴム製送油管は紫が線に当たると祟化び早くなります。できるだけ曰光の当たらない場所を選んでくだ 
さい。 

•ゴム製送油管は、時間ととをに禁化しますので、定期的に点検してください。 

2年に I 度は新しい物に交換されることをおずすめします。 

参油タンクを屋外に設置する場合は、必ず金属製送油管(外淫ゅ8の銅管)を使用してください。 



★金属製送油管で配管する場合は、切削や加工時の切りくずや切り粉をきれいに取り除いてか5配管して 
ください。切りくずや切り粉が配管内に入りますと、定油面器か5打油びあふれたり、電磁ポンプの故 
障の原因になります。 











据付け 


電源コード 


♦電源コードは傷つけたり、まねたり、無理に曲げたりしないでください。また足でひっかけたり、重量 
物が乗って破損しないようにご配慮ください。火災の原因になります。 

• AC 1 加 V 電源を使用してください。 ] 日日 VI ；(外の電源を使ラと、電気部品び故障したり、発火ずること 
がありまず。コンセントは、雨や水のかか日ない場所に設置してください。またコンセントが傷んだり 
差し込みげゆるいとさは使用しないでください。感電*ショート-発火の原因になりまず。 


ルームヴー ミスタの配線（移動) 


•ストープの設置場所や周圃の状況によっては、お部屋の室温調整がラまくいかない場含がありまず。 
ス I ブに取付けてあるルームサーミスタの位置を変更してください。 

1 ルームサーミスタを止めているビニタイをはずしてください。 

センサーケース裏面の粘着テープで壁や柱に貼付けてください。 

( U — ド線の有効長さは2.日 m です。） 

. -お願い- 

リード線が、煙突に輔れたり、踏んだり、引っかけたりしないよラ 
に配線してください。 


2 附属品の木ねじで固定する攝合は、木ねじを壁にねじ込んでからセ 
ンヴーケース襲面の巧に木ねじの頭を通して取付けてください。 








煙突の取り付け 



煙突の径 



このストーブの煙突の呼び径(外径)は1日日 mm です。 


煙突の引を出し位置の変更 



、このス トーブは煙突の設置が況に応じて、本体を側か5でち、本体左側か5でを取り付けが可能です C 
取り付け位置の変更は次のよラにおこなってください。 


煙突取付□を固定している4本の 
ねじをはずし、中のパッキンを損 
傷しないよ5に煙突取付□をはず 
して < ださい。 


煙突取付口はス I -ーブのが側に 
切り欠を部げ向くように組み替 
えて <ださい。 


煙突取付 □ 


排気ロキャップを固定している4 
本のねじをはずし、中のパッキン 
を損傷しないよ5に排気□キヤッ 
プをはずしてください。 



ち倚□キャップ. 


に nnnriflflflfl 



煙突内の結露水凍結防止について 


■ 


厳寒地区では、屋外の煙突巧結露水び凍結しふさびれることびありますので、充分にを意してください。 


屋内の横引きは、できるだけ短くしてください。 （2 本切内) 


立上げ部の接続は、 T 巧びりを使巧してください。さらに、水おさ巧（ゆ目！; Lb ) をあけていただくと 
効果的でず。ェルボの使用は絶対におやめ<ださい。 

屋外の横引さは設けないでください。 



A 二] 60、 B 二23日、 C 二]巨日程度 
A 二160、巨二己7日、 C 二33日程度 


6 ( 0 . 6 ) 


A =160、 己=230、 C =330 程度 


A =] 6曰、 B =6 日、 C =270 程度 


A =1 60、 B =60、 C =440 程度 


(注)通気力（ドラフト）とは、煙突を通じておこる排気ガスの流動を意味し、この流動を誘起する圧力差を 
通気力（ドラフト）と言います。 










p 酉突の取り付け 


_ 煙突先端（トップ)の位置 

煙突トップは、屋根面から垂直距離前 cmi ； l 上離す。 

トップから水平距離] m し^巧に隣接家屋などの軒びある場合は、さ 
日にそれより邮 cm が上離ず。 

窓などの開□部からは] mi ； (上離す。 

煙突トップの形状 



♦煙突の屋外のトップ(先端)は H おか、 M 形を使巧して、逆風や雨雪の流入を防いでください。 

可燃物との距離 

•煙突は木材など可燃物か5、次の距離をとってください。 

-煙突びストーブか51 .8 miU 内 . 4日 cm 切上 

-煙突がストーブか5 1.8 m こえる…… 15 cm 故上 


ドラフトレギュレーター（別売品) 


♦燃焼を巧定立せるために、トヨトミ純正ドラフトレギユレーターを取 
り付けてくだをい。 

強い風び吹いたり、その他の原因でドラフトび強くなりずぎると、バ 
ーナー内部にすすびたま0、立ち消えの原因となることびあります。 
♦熱効率と煙突の関係は、ほぼ次の表示のよラにな0ます。 



-Pa (― niniHeO) (%) 煙突の長さと配置の例 （ cm) 

«のか pan A 二1己日、目=23日、 C 二16日程度 

_ ° のぶ_ ■ _ A 二]巨0、 B 二己7曰、 C 二330程^ 

9 (0.9) 67.曰 A 二] 60、巨二230、 C 二33己程度 

13 (1.3) 6巨.日 A 二] 6日、目二60、 巳=270程度- 

17 (1,7)] 巨己.11_ A 二] 60、巨二巨0、巳二44 日程度 
(注）通気力 （ ドラフト）とは煙突を通じておこる排気ガスの流動を意味 
し、この流動を誘起ずる圧力差を（ドラフト）と言います。 


煙突取巧け図 


巧効率測定位面 


り 

1. B t 

； 



jJl) 西 

/ 1 

己 


表の熱効率の測定は表示の図に示ず位置でありまずが、実際には、例えば B 部の中間で室のと室外の 
境になれば、煙突か6放射熱が引きつづいて室内に出まずから、熱効率は表の数値 L ソ上により良くな 
りまず。 

ドラフトレギュレーターを A 部交は B 部に設ければ、通気力（ドラフト)が強し嗎合は任意に弱めるこ 
とができまず。 













集合煙突利用の際の差し込みかた 


•集合煙突を利用するとさには、図のよラな差し込みかたをしてください。その隙、必ず設置ちまなどに 
ついて専門業者にご相談してください。 


集合煙突の径1/2 巧弓 I をの長い方を上側にする 


条例に関する事項 


参煙突の取り付けについては、各地区の乂災予防条例に従ってくだごい。 


煙突の取付け図 


•取り付け図は、28ぺージ I 语準据付け例] を参照してください。 


積雪地域での取付け位置 


参積雪地域では、煙突先端（トップ)び、積雪でふさびれないよラな位置に取り付けてください。 


獄運輯 

★ス I プの据巧け工事が終わりましたら、試運乾を使用者とご一緒におずおこなってください。 

使用若に運転方法はもちろんのこと、日常の点横•手入れの方法、を期点検、故睛•異常時の処置方法、 
連絡巧等をお教え願いまず。 

♦ I 取扱編 I 巧ぺージ fgl 馬1 に従って、運転準備、運転、消火の手順の試運転をおこなってください。 


讓棄するときの注意 

★ストーブを廃棄するときは、必ず灯油を巧いてください。 
リサイクルのち障となりまず。 





振付け 








お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


广 - — 

型 式 

HR - K 6 已 A 

お買上げ年ち曰 

年 

月 

日.、 

お買上げ店ち 


(電話番号） （ 

) 

— 

ノ 
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株式会社 1-31-= 

本 社 おち屋巿瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-日妨日 

TEL 052-822-1144 FAX . 配 2-822- 2742 
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